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満蒙開拓再考 
 
今井 雅和 
 
１．はじめに 
 
このたび、社会科学研究所の春季実態調査に参加し、長野県下伊那郡阿智村の満蒙開拓平和
記念館を見学した。というよりは、同館の訪問が予定されていることを知り、参加したという
方が正しい。筆者の専門は国際ビジネス論であるから、専門とはまったく接点がない。また、
専門外ながら研究を重ねているのでもない。個人的に中国東北部や満蒙開拓と係わりがあるの
でもない。ただ、この時代と地域情勢について素人的趣味で関心を持ち続けている。 
個人的な接点はないが、祖父が、当時満洲が魅力的に喧伝され、移住したいと思ったといっ
たことを思い出す。また、筆者が卒業したのは上智大学であるが、ロシア語学科の染谷茂教授
は満洲国立大学ハルピン（哈爾浜）学院1で教鞭を取り、内藤操教授（ペンネームは内村剛介）
は同学院に学んだ。その後、両教授はシベリアで 10 余年の抑留生活を送ることになる。内村剛
介の著書に、満洲国の崩壊に関連し国家のはかなさに関する記述があったように記憶する。 
満洲に関する記述や写真、映像には光と影のコントラストが極めて強い。「五族協和」と「王
道楽土」のスローガンと傀儡政権樹立のよる植民地経営はその象徴であろう。ロシア人が建設
した欧州風の街並みと未開の原野、市街地に居住した人たちが回想する人種の違いを意識する
ことなく暮らした生活と支配者としての日本人の振る舞いなど、筆者はその隔たりを実感とし
て理解することができない。満鉄の特急あじあ号や満洲航空2の主要都市間の航路開設など、最
先端の技術導入がなされた。満映（満洲映画協会）と李香蘭に代表される芸術の開花も当時を
知る人々にノスタルジーを呼び起こす。満鉄グループと鮎川義介の日産コンツェルンによる、
満洲の産業振興（計画）も忘れることはできない。他方、石井部隊の人体実験、開拓地の沃地
の強制徴用、ソ連参戦に伴う開拓民の逃避行と残留日本人など、底なしの暗黒の世界が広がる。
こうした極端な対照性をどのように捉えるかという点に筆者は興味を覚えるし、国家と社会を
理解するうえで、わずか 13 年で幕を閉じた満洲国を考えることは有意義と思っている。 
さて、本稿では、まずは満洲と満蒙開拓団についての情報整理を行う。全体像を確認すると
ともに、筆者が最近学んだ点についても記したい。そのうえで、満蒙開拓平和記念館と語り部
中島千鶴氏の講話について報告する。最後に、全体のまとめと最近筆者が感じることを記して
みたいと思う。 
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２．満洲と満蒙開拓団 
 
 満洲国は、周知のとおり、1931 年に関東軍によって計画された柳条湖事件に端を発する満州
事変を経て、1932 年 3 月に建国された。清の最後の皇帝愛新覚羅溥儀を元首とする建国であっ
たが、実際は関東軍と日本人官僚によって支配される傀儡国家であった。多くの矛盾を抱えて
はいたが、その後、米、英、仏など連合国を除き、枢軸国や中立国など 20 カ国以上承認し、当
時の独立国の三分の一とは外交関係を結んだ。人口は、1940 年時点で 4108 万人、満州・漢族
が 95％を占め、日本人は 80 万人、朝鮮人は 133 万人、白系ロシア人などのその他が 7 万人で
あった。このように曲がりなりにも体裁の整いつつあった満洲国は、1945 年のソ連の侵攻と日
本の敗戦によって、短期間で歴史の舞台から姿を消すことになる。 
 満蒙開拓による移民計画は陸軍の東宮鐵男が構想し、農本主義者の加藤完治の協力のもと
1932 年に開始された3。東宮は極東ロシアにおけるコサックを念頭に、武装農業移民によって
ソ連の侵攻に備えることを目的としていた。他方、加藤は農本主義の実践の地として満州を捉
えていた。1932 年に在郷軍人（予備役）の独身者からなる第一次派遣が組織され、農業移民計
画は試験的に始まった。国内で基礎的な軍事訓練と農業技術教育がなされたのちの渡満であっ
た。入植地は満洲北部の佳木斯（チャムス）近郊で弥栄村として知られる一帯であった。しか
し、厳しい原野での農作業は日本人には困難であり、また土地を追われた現地農民の襲撃にも
悩まされ、計画通りには進まなかった。関係者のなかには環境の厳しさからこうした結果を予
想する向きを多かった。 
こうした失敗にも係らず、時を置かずして、満蒙開拓団が組織され、大々的な移民計画が進
行することになる。不都合な事柄に目をそらすという（なかったことにする）「普遍的」ともい
える性行4に基づき、沃地を農民から強制徴用し、開拓民に分配することで進められた。そして、
移住者は独身者ではなく家族単位で、また独身の青少年義勇軍には「大陸の花嫁」が合流し、
家族単位の開拓が推進された。その結果が敗戦時のあまりにも多くの悲劇となる。 
1945 年の敗戦までの満洲開拓団の規模であるが、全国合計は開拓団員が 22 万人、青少年義
勇軍が 10 万人で合わせて 32 万人とされる5。このうち、長野県は約 3 万 8 千人を送り出してお
り、第二位の山形県の 1 万 7 千人の二倍以上と突出している。その長野県のなかでも、飯田、
下伊那地区は特に多く 8,389 人（うち義勇軍が 990 人）と記録されている。1935 年の人口が 19
万人弱であるから、住民全体の 4.4%が渡満したことになる。なかには人口の 10%以上渡満した
村がいくつもあり、清内路村と上久堅村のように 19%と五分の一の住民が移住した村もある。
敗戦後の帰国者は 5 割、残りの 5 割は死亡者と残留者・不明者という筆舌に尽くしがたい悲劇
となる。 
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表 1．飯田下伊那地区の養蚕業推移 
1925 年 1927 年 1929 年 1931 年 
養蚕戸数 17,436 17,712 18,409 18,530 
桑園面積（町） 7,286 7,820 8,774 8,976 
収繭量（千貫） 1,820 1,540 2,110 1,850 
繭価額（百万円） 18.3 9.7 13.5 4.9 
単価（円/貫） 10.1 6.3 6.4 2.6 
出所：『長野県史 近世資料編 別巻統計（二）』（満蒙開拓平和祈念館より入手）。 
 
このような悲劇の一因は、この地域の主要産業である養蚕業が 1929 年の大恐慌の煽りを受け、
経済的に立ち行かなくなったことに求められる。1925 年と 1931 年を比較すると収繭量は変わ
らないが、価額が四分の一となり、農村の疲弊は極限に達した。とりわけ平地の少ない山間地
は転作も難しく、一層厳しい状況にあった。また、道路整備や産業振興の補助金をインセンティ
ブとする国や県の強い働きかけに応じて、村が率先して分村移民を推奨したことも一因とされ
る。もっとも、なかにはそうした動き批判し、分村移民に反対する村長や補助金獲得を競い合
う村々を批判する町村会長もいた。こうした歴史は形を変えつつも、現代にも引き継がれてい
る。 
 
３．満蒙開拓平和記念館と語り部 
 
 今回の実態調査で訪問した満蒙開拓平和記念館は、多くの開拓移民を送り出した下伊那郡阿
智村に 2013 年設立された。2006 年に記念館設立が構想され、建設のための寄付金を呼びかけ
る運動が始まった。2010 年に一般社団法人となり、イベントでの啓蒙活動や行政への協力要請
を行った結果、国や県、それに南信州広域連合からの補助金支出が決まり、2012 年に着工、2013
年 4 月に開館した。満蒙開拓の史実を広く伝えることで、平和の尊さを後世に継承することを
目的としている。2012 年末までの来館者は 2 万 5 千人を数え、今年 3 月までに 3 万人を超えて
いる。メディアでも大きく取り上げられ、開拓移民や親族の訪問のみならず、教育機関や人権
保護団体などの研修先としても利用されている。 
 館内は、日本が戦争へと突き進んだ時代背景、開拓団の住居の再現展示、各種資料、満蒙開
拓の映像、義勇軍の青少年が家族に送った手紙、敗戦と逃避行のスケッチ、帰還にまつわる資
料などが常設展示されている。また、語り部として残留者が体験を講話したり、一般向けの学
習会が開催されたり、満蒙開拓の歴史を広めるためのボランティアグループの活動の場になっ
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ている。 
 また、残留者の帰国事業に尽力し、「残留孤児の父」といわれた山本慈昭氏は、自身も満洲で
家族を失い、残留孤児になった娘とは晩年再会を果たした。山本氏の生涯を描いた『望郷の鐘6』
の映画作成が進められており、順調に進めば来年公開の予定である。山本氏が住職を務めた長
岳寺は記念館と同じ阿智村にある。 
 今回、満蒙開拓語り部としてお話しを伺ったのは中島千鶴氏である。1940 年に泰阜村（村の
13.4%の人たちが渡満）から一家 10 人で渡満した。伯父が村役場に務め、村ごとの渡満割り当
てを満たすための渡満であったという。まずは祖父、父そして伯父が先遣隊として渡満し、そ
の後、家族も合流し、北満州の大八浪に入植した。千鶴氏自身は、1941 年に国民学校 3 年に編
入、1945 年 4 月に高等科に進む。8 月の敗戦後は、1 カ月の逃避行ののち収容所にたどり着い
た。1946 年に黒竜江省方正県の隋一家に助けられ、1949 年に結婚、7 人の子を得て、45 年間中
国で暮らした。 
 その後、2 度の一時帰国を経て、1985 年に子ども 2 人とともに永住帰国し、現在に至ってい
る。中島氏の不幸は中国に長く残留しただけでなく、ぎりぎりのタイミングで残留婦人扱いに
なったことと、ぎりぎりのタイミングで帰化扱いになったことである。政府の経済的支援が薄
いそうした立場になったため日本での子育てと生計の維持には苦労したという。講話では、渡
満のいきさつ、開拓団での生活、逃避行、収容所での生活、中国人としての生活、家族との別
れ、永住帰国の決断と日本での生活、子どもたちの日本への呼び寄せ、日本での生活再建につ
いての詳しい説明とこれまでの思いが語られた。 
 
４．まとめと感想 
 
 冒頭に満洲国の光と影についての感想を述べたが、これはなにも筆者のような部外者だけで
はなく、引揚者にも共通しているようである。敗戦後の逃避行が苦しければ苦しいほど、満洲
での暮らしに古き良き時代を見出すという体験者の感想が残されている。最近映画化され話題
になった『小さいおうち7』では、われわれが学校で学んだような、1936 年の 2.26 事件以降、
敗戦までは軍国主義一色の重苦しい時代が続くというのは、当時の日常的な生活実感には合わ
ないことが示唆されている。軍事紛争はどこか遠いところの小規模短期の出来事というのが生
活者の感覚だったのかも知れない。当時は世界の現実を知る手立てが乏しく、仕方ない面があ
る。しかし、今、われわれは知り得る手段を多く手に入れている。過去について、そして現在
について知ろうとすることは第一の責務であるし、それはわれわれ自身を守るための手段であ
ると感じる。 
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 本文で記した不都合なことがらから目をそらす人間の性や補助金による不人気政策の推進に
ついて、議論を深める余裕も能力も筆者には乏しい。ただ、当時そして現代まで繰り返される
同様に事象について他者を批判することは容易であるが、それだけでは根本的な解決にならな
い。われわれにできることは、歴史に学び現代を考えること、すなわち過去と現在の対話を繰
り返すことではないだろうか。そのなかに解を求めるほかないように思う。 
 お読み戴ければわかるように、小論は日本から見た満洲国、満蒙開拓についての論述である。
中国や東北部の住民からの視点ではない。ただし、いうまでもないことであるが、戦前の日本
の行動を肯定する意図はない。このようなことを注記せざるを得ない理由は、単純に色分けさ
れやすい内容を扱っているうえ、近年、偏狭なナショナリズムが強まる傾向が見られるからで
ある。苦しい時代には声が大きく、振る舞いも勇ましくなりがちである。しかし、あの時代に
あっても、賢明な開拓団長に率いられた村々では、元々の土地所有者であった中国農民とも良
い関係を築き、敗戦後も彼らといち早く話をつけ、安全な場所まで開拓団員を警護し、誘導し
てもらうことができた。良いナショナリズムと悪いナショナリズムを区別し、熱意はうちに秘
め、冷静な行動を心がけることが肝要である。あの時代にも、そうしたさわやかな事例があっ
たことに勇気づけられるのである。 
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4 カエサルの「人は見たい現実しか見ない」という名言や日本陸軍には大敗したノモンハン事件が「存在
しなかった」ことを想起させられる。 
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